
内縁と相続（２０２５年９月１０日掲載）

不動産の居住継続は可能

【質問】

　３０年間一緒に住んできた内縁の夫が亡くなりました。自宅は彼の名義で、彼に

は、私の子ではない、別居している子供が３人います。家から出ていかなければな

らないのでしょうか。

　

【回答】　　　　　　　　　　　　　　　　

　第１に、不動産が内縁の夫（以下単に「夫」とします）名義であっても、購入費

用の全額を内縁の妻（以下単に「妻」とします）が負担するなど、不動産が夫の相

続財産ではなく、妻の固有の財産と認められるような場合には、夫の死亡後も妻は

この不動産に居住を続けることができます。

　第２に、妻が不動産の購入費用の一部を負担していた場合や夫と妻の共同事業の

収益でこの不動産を購入した場合など、不動産が内縁の夫婦の共有不動産と認めら

れる場合、「内縁の夫婦の間で、居住不動産について、特段の事情のない限り、夫

婦の一方の死亡後、他方がこの不動産を単独で使用する旨の合意が成立していたも

のと推認される」との判例が存在し、この判例によれば、夫死亡後、妻は、夫の相

続人との間で上記の合意が変更されるか、共有関係が解消されるまでは、この不動

産を単独で使用することができるとされています。

　そこで、この場合、妻はこの不動産の居住を続けることができます。

　第３に、妻が不動産の購入費用を全く負担していない場合、内縁の配偶者の一方

の死亡後、相続人が他方配偶者に家屋の明け渡しを請求した裁判において、相続人

の請求を権利の濫用として排斥した判例があります。また、近時、内縁の配偶者間

に前記の第２の場合と同様の単独使用の合意を推認した上で、不動産の居住権を認

めた裁判例があります。

　そこで、この場合、妻はこの不動産の居住を続けることができます。

　なお、上記回答は、亡くなった夫に遺言書があった場合など具体的な事情によっ

ては、異なる結論になることもありえます。詳しくはお近くの弁護士にご相談くだ

さい。

　　（弁護士　井上史郎）

　


